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ゲゲゲな１日。水木しげる先生の棲む町へ。

人間力の塊、水木しげる先生が住んでいらっしゃる調布市で緊急講義！？
　「ゲゲゲの女房」で再びスポットを浴びた水木しげる先生。2010年の流行語大賞に「ゲゲゲの・・・」が受賞され、まさに国民的人気となった。

そんな水木しげるご夫妻が今も暮らされている東京都調布市へ、講義の舞台を移したのである。もしかしたら、水木先生がふらりと散策され
ているんじゃないか？という淡い期待を抱きつつ・・・。特に水木先生が出没されるのが深大寺。ネタに困られた時に必ず散策されている、と
いう情報を事前にゲットしていた。（というか自伝に出ていた）　深大寺に到着すると、鬼太郎のモニュメントや茶屋が目に飛び込んだ。水木先
生を探すことをすっかり忘れ、無邪気に楽しむベンダイ生たち・・・。しばらく楽しみ、日も暮れてきたので、鬼太郎茶屋で一服。このまま帰って
しまったら、単なる観光に終わってしまう。そこで茶屋のご主人に頼んで座敷を貸していただき、山近理事長代行によるゲゲゲ講義が行われ
た。水木先生は戦争で九死に一生を得たが左腕をなくされ、その後、極貧の中、漫画一筋でこられた現代の偉人。まさに人間力の塊である。

↑水木しげる先生と一緒
に撮影した気分・・・。鬼太郎茶屋の庭で妖怪たちと記念撮影・・・のはずが・・・

えっ？　どれが妖怪だか分からない？　ですよね・・・（笑）

←テレビでも何度か
見たことのある茶屋
のテラス。よくここが
インタビューの場所に
なっていた。

深大寺を散策

日本を
変えるぞ

秋山副塾頭による
施設の案内

↑境内には鬼太郎ゆかりのものがたくさん。

文化映像麟駆（リンク）代表
月刊松下村塾編集長

↑障子を覗くと、妖怪たちが・・・。
ニクい仕掛けが施してある

→茶屋の座敷を少し借りて、
山近理事長代行によるゲゲ
ゲ講義が開かれた。

松下幸之助翁と
２ショット！？

↑鬼太郎茶屋で食べられる
ぬりかべのコンニャク。

↑脇役のサラリーマン風の男
にそっくり（メガネでっ歯、とい
うキャラらしい）

ぷるん

→水木先生もよく散策
されている深大寺境内。

↑猫娘？

↑キジムナー

↑妖怪全般

↑毎回出てくる
妖怪に騙される
脇役サラリーマン

↑小豆洗い

ひとつ目
　　小僧

いろいろな意味で
　ぬらりひょん↓

ねずみ男

こっちも、ぬりかべ→

↑髪型が
　鬼太郎

↑一反もめん


